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教育施設の環境向上のため
猪苗代ビルドの会がボランティア活動

　町内の建設業者などでつくる猪苗代ビルドの会は９月 15 日、
町内教育施設修繕などのボランティア活動を行いました。この活
動は、同会の恒例行事として毎年開催しており、今年で 20 回目
です。同日、町役場で行われた出発式では、佐藤力会長が「子ど
もたちの教育環境向上のため、ご協力をお願いします」とあいさ
つを述べました。その後、活動に参加した 14 人は３班に分かれ、
小中学校やこども園の修繕作業を行いました。

ガーナの高校生が来町
猪苗代町を訪れ町民らと交流を深める

　８月 29 日から９月４日にかけて、ガーナの高校生 21 人が本
町を訪れました。ガーナの高校生たちは滞在期間中、野口英世記
念館や長照寺などを見学したほか、町内の家庭にホームステイし、
町民との交流を深めました。８月 31 日には猪苗代高校を訪問し
て、猪苗代高校の生徒たちと一緒に茶道や折り紙などを体験しま
した。猪苗代高校２年の半澤ひなたさんは「言葉が通じなくても
楽しい時間を過ごすことができました」と話しました。 紙飛行機を飛ばし交流を深める高校生たち

東中学校の修繕作業を行う会員ら
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　町敬老の集いは 9 月 9 日、カメリーナで開かれ、町内の 70 歳
以上の高齢者ら約 760 人が参加しました。前後公町長らがあい
さつした後、各地区の代表者に記念品が贈呈されました。老人体
験作文の発表では、土屋清子さん（八千代）が塩川町で育った小
学生時代の経験談を発表。引き続き行われた演芸では、町婦人連
絡協議会の皆さんやひまわりこども園、吾妻小学校の子どもたち
が舞踊や歌などを披露しました。

敬老の集いを開催

老人体験作文を発表する土屋さん

鉄人レースに 540 人が参加

　「第 19 回うつくしまトライアスロン in あいづ」は 8 月 27 日、
猪苗代湖天神浜をスタートし、会津若松市の会津大学でフィニッ
シュするコースで開かれ、県内外から過去最多となる 540 人が
参加しました。参加した選手は、スイム 1.5㌔、バイク 40㌔、
ラン 10㌔の計 51.5㌔のコースで体力の限界に挑戦。過酷な鉄人
レースに臨む選手たちに、応援にかけつけた観戦者からは盛んな
声援が送られました。

第 19 回うつくしまトライアスロン in あいづ

体力の限界に挑戦する選手

創立 70 周年飛躍誓う
猪苗代高校創立 70 周年記念大会

　猪苗代高校の創立70周年記念大会は９月29日、同校で開かれ、
出席者が伝統の継承とさらなる飛躍を誓いました。
　式典では、佐藤京治校長が「諸先輩方が築いてきた栄光の精神
は今も本校に息づいています。新たな歴史と伝統の創造に寄与し、
自己実現と地域貢献を目指してほしい」とあいさつ。創立 70 周
年記念事業実行委員長の渡部英一同窓会長が「日本の将来を担う
人材を育成する高校として、さらなる発展に同窓生として努力し
ていきます」とあいさつを述べました。
　生徒を代表し、遠藤涼斗生徒会長（３年）が「生徒たちは学習
や部活動、ボランティア活動に励んでいます。その背景には同窓
生や地域の皆さんの協力があると思います。これからもご支援を
お願いします」と先輩や地域の人たちへの感謝の言葉を述べまし
た。また、渡部実行委員長と遠藤生徒会長が「輝かしい歴史と伝
統を受け継ぎ、猪苗代高校の再生とさらなる飛躍をここに誓う」
と大会宣言しました。
　式典に引き続き行われた記念講演会では、同校卒業生で第 35
回ニコンフォトコンテストグランプリを受賞した野口勝宏さんと
ソチ冬季パラリンピックの金メダリストの鈴木猛史さんが「猪苗
代から世界へ」と題し、講演しました。

あいさつを述べる渡部実行委員長

講演する野口さん（左）と鈴木さん

吹雪などの雪害から鉄道を守る

苗木を丁寧に植樹する参加者

「新しい鉄道林中山宿６号鉄道林」植樹式

　「新しい鉄道林中山宿６号鉄道林」植樹式は９月 23 日、田子
沼地区の中山宿 6 号鉄道林で行われ、県内外から約 800 人が参
加しました。開会式では、東日本旅客鉄道仙台支社の坂井究支社
長が「鉄道林には、吹雪や雪崩などからお客様を守る働きがあり
ます。定期的に植え替えを行い、鉄道の安全を図りたいです」と
あいさつを述べました。参加者は、ケヤキやナナカマドなど 14
種類の苗木約 7000 本を丁寧に植えました。

無病息災を祈り火渡り

伝統行事の火渡りに臨む住民ら
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　関脇地区の麓山神社火剣祭りは９月 16 日、同地区内の土屋悟
司宮司自宅前で執り行われました。この祭りは、無病息災や五穀
豊穣などを祈願する伝統行事で、戦後、開催が途絶えていました
が、平成 10 年頃に再開されました。
　祭りでは神事を執り行った後、地区住民らが地域の安全などを
祈りながら、伝統行事の火渡りに臨みました。また、会場では餅
の振る舞いが行われました。


